
人権を考

～子どもを虐待から守る～

虐
待
は
人
権
侵
害
で
す

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
毎
日
の

よ
う
に「
児
童
虐
待
」が
報
じ
ら

れ
、そ
の
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

群
馬
県
内
の
３
つ
の
児
童
相
談
所

に
寄
せ
ら
れ
た
昨
年
度
の
児
童
虐

待
の
相
談
件
数
は
、
過
去
最
多
の

１
１
４
０
件
。
９
年
連
続
の
増
加

で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
子
ど

も
の
心
に
大
き
な
傷
と
な
っ
て
残

り
子
ど
も
の
生
命
や
心
身
の
発
達
、

人
格
形
成
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

虐
待
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か

　

親
が
わ
が
子
を
虐
待
す
る
よ
う

な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
多
く
の
場
合
、
次
の
よ
う

な
要
因
が
重
な
っ
て
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
を
虐
待
す

る
親
の
大
半
は
、
独
り
で
苦
し
み

悩
み
続
け
た
結
果
、
子
ど
も
へ
の

虐
待
と
い
う
悲
し
い
結
果
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

○
親
の
要
因

　

育
児
不
安
、
親
自
身
が
虐
待
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
、
病
気
な
ど
。

○
子
ど
も
の
要
因

　

か
ん
し
ゃ
く
が
激
し
い
、
こ
だ

わ
り
が
強
い
な
ど
。

○
家
族
を
取
り
巻
く
要
因

　

育
児
に
関
し
て
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い
、不
安
定
な
夫
婦
関
係
、

経
済
的
な
不
安
な
ど
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

○
ま
ず
は
相
談
か
ら

　

子
育
て
は
い
つ
も
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、
つ
ら
く
て
大
変

な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
時
、
不
安
を
感

じ
た
時
は
、
独
り
で
抱
え
込
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
も
気
に
な
る
家
庭
が
あ
っ

た
ら
、ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
も
し
間
違
い
だ
っ
た
ら
」と
た

め
ら
い
、
虐
待
を
見
逃
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
し
て

い
る
親
も
誰
か
に
気
付
い
て
ほ
し

い
と
い
う
サ
イ
ン
を
送
り
続
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
地
域
で
子
育
て

　

普
段
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。「
あ
い

さ
つ
を
す
る
」「
声
を
掛
け
合
う
」

な
ど
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ

と
し
た
触
れ
合
い
が
人
間
関
係
を

築
き
、
苦
し
ん
で
い
る
親
や
子
ど

も
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
藤
岡
市
の
宝

　

子
ど
も
た
ち
は
藤
岡
市
の
宝
で

す
。
虐
待
に
よ
り
不
幸
な
将
来
を

歩
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全

体
で
協
力
し
、
笑
顔
、
や
る
気
、

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

虐
待
の
通
報
・
相
談
窓
口　

▽
子

ど
も
課（
☎
40
２
２
６
８
）▽
ふ

じ
お
か
子
育
て
１
１
０
番（
☎
㉔

５
１
１
０
▽
西
部
児
童
相
談
所（
☎

０
２
７
・
３
２
２
・
２
４
９
８
）

▽
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24（
☎

０
１
２
０
・
７
８
３
・
８
８
４
）

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
１
８
９
）▽
藤
岡
警
察
署

（
☎
㉒
０
１
１
０
）

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）
　　　　　　子ども課 （☎402268）

里親を募集しています

　さまざまな事情で親が養育
できない子どもを家族の一員
として迎え入れ、一緒に家庭
生活を送る中で愛情と誠意を
もって養育する里親を募集し
ています。
問い合わせ　西部児童相談所

　藤岡第二小学校では昨年度から文部科学省より
「道徳教育総合支援事業」の研究校として指定を受
け、よりよい自分になるためにはどのような心が大切
なのかなど、多面的・多角的に考えることを大切に
してきました。そして、その課題を自分のこととして
捉えられるよう工夫してきました。今年度から道徳が
教科に加わり、さらに道徳科で考えたことが行動や
態度として表れるよう全教育活動を通して取り組ん
でいます。特に、授業の質をより高められるように、
担任と担任を持たないベテランの教師、あるいは専
科教師の２人体制で授業を進めていることは特徴的
な取り組みです。
　また学校で学んだことを家庭でも話題にしたり、
家族で考えたりするために「学校と家庭を結ぶ道徳

～よりよい自分になるために～

↑一人一人が物語の登場人物の気持ちを考えます。自分だっ
たらどんな行動をするかを考え、意見を出し合っています。

通信」を発行しています。授業のねらい、教材のあ
らすじ、教師の問い掛けと児童の発言のやりとりな
どを盛り込み、家庭での道徳教育に役立てていただ
いています。
　児童は道徳科の授業を通して「雨の日、細い道を
通る時にはすれ違う相手のことを考え、傘を傾けた」
「物語の主人公の気持ちになって考えることができ
た」「道にいる小さな生物を見つけたら除けて通るよ
うにしている」などと授業で紹介された物語と自分
自身を重ね合わせることができています。
　今後は同じ中学校区の神流小学校や北中学校にも
研究実践を積極的に伝え、校区全体でより一層道徳
教育に力を入れていきます。中

なかの

野　杏
あん

さん　石
いしだ

田　華
かれん

蓮さん　千
ちぎら

明　魁
かい

くん

著者▷林　望
観光地や名物には興味がない。旅と
食に一家言を持つ著者が旅先で出会っ
た美味を中心に紹介。リンボウ先生
ならではの旅と食へのこだわりが随
所にちりばめられた極

ごく

私的写真日記。

さしすせその女たち 旅ゆけば味わい深し

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　藤岡第二小学校（☎㉒0854）

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館☎㉒1669

「徹子の部屋」の花しごと

著者▷椰月　美智子
マーケティング会社で働く多香実は
２人の子どもを持つ。仕事と子育て
の両立に悩みながらも毎日を懸命に
生きていた。しかしある出来事をきっ
かけに思わぬ感情が生じていき…。

著者▷石橋　恵三子
花を生けた回数１万回以上。「徹子
の部屋」第１回放送時から花を生け
続けてきた日本初の「消えもの係」
が、番組でのエピソードを語りつつ
自身の花人生を振り返る。

藤岡第二小学校

図書館司書がセレクトした新刊情報
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